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9月 29日：大引けにかけて売りが強まり、VN指数は 5日続落 

好調なマクロ経済データに投資家は慎重な姿勢を示し、安値拾いの買い需要は後退。ベ

トナム市場は軟調な値動きとなった。 

ホーチミン市場の VN 指数は 1.53％（17.55 ポイント）安の 1,126.07 ポイントで、5 日

続落となった。しかし朝方は安値拾いの買いが集まり、同指数は小幅に上昇していた。 

同指数は今週 77.2 ポイント以上下落している。 

朝方に株価上昇のサインが見られたが、多くの銘柄が売られ、値下がり銘柄数は値上が

り銘柄数を上回った。 

出来高も減少、そのうちホーチミン市場のオーダーマッチング方式の出来高は前日と比

べて 14.5％減少した。売買高は 4 億 1,600 万株、売買代金は 9 兆 1,600 億ドン（3 億

8,430 万米ドル）となった。 

VN30 指数も 1.14％（13.22 ポイント）安の 1,147.44 ポイントだった。 

騰落別では 20 銘柄が下落、6 銘柄が上昇、4 銘柄は変わらずだった。 

直近の大きな下げを受けて安値を拾うリスク選好ムードが強まっており、好調な経済報

告を受けて VN 指数は朝方上昇していた。しかし大引けにかけて急に売り圧力が強ま

った。VN 指数は下げに転じ、前日終値を割り込んだ。 

専門家の多くは「テクニカル分析から VN 指数が 1,100 ポイントを割り込む可能性があ

り、投資家は取引を控え、マーケットの様子を見るのが良い」と話す。 

木曜日にベトナム国家統計局は、第 3 四半期の実質 GDP の伸び率が前年同期比 13.6％

の増加になったと発表した。 

1～9 月期の伸び率は 8.83％となり、2021～2022 年で最も高い成長率となった。 
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不動産セクター、製造セクター、銀行セクターの大型株は引き続き大きく売られた。そ

の中でもビングループ（VIC）は 5.04％安とマーケットの下げをけん引した。 

その他にもベカメックス IDC（BCM）、ベトナムゴム工業グループ（GVR）、ヴィエ

ティンバンク（CTG）、マサングループ（MSN）、VP バンク（VPB）といった大型

株は少なくとも 1.3％以上下落した。中でもベカメックス IDC は 7％のストップ安を付

けた。 

複数の大型株が買われ、マーケットを下支えした。ビナミルク（VNM）、ビンコムリ

テール（VRE）、ペトロベトナムガス（GAS）はそれぞれ 0.96～1.3％上昇した。 

ハノイ市場の HNX 指数も下落し、5 日続落となった。同指数は 1.17％（2.94 ポイン

ト）安の 249.41 ポイントで取引を終えた。 

売買高は 5,780 万以上、売買代金は 1 兆 1,000 億ドンとなった。 

外国人投資家は引き続きホーチミン、ハノイ市場で売り越した。売り越し額はホーチミ

ン市場で 1,616 億ドン、ハノイ市場で 101 億 6,000 万ドンとなった。 
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